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研究要旨 

食事摂取基準を活用し、食事改善を目的として集団の食事摂取状態の評価を行うために

は、当該集団において測定された習慣的な栄養素等の摂取量の分布を、推定平均必要量や

目標量等と比較する必要がある。本分担研究では、栄養素等の習慣的な摂取量の分布を年

齢別に推定する統計学的理論AGEVAR MODEを応用して、性・年齢別の特徴を視覚的に評価し

やすいように「見える化」する方法を開発した。 

習慣的摂取量の分布を年齢別パーセンタイル曲線で示し、食事摂取基準の値を重ねて描

くことで摂取量の不足・過剰者の割合を視覚的に把握しやすく示すことが可能となった。

また、既存の複数日調査の個人内／個人間分散比を国民健康・栄養調査に外挿して習慣的

な摂取量の分布推定を試みた。 

 

Ａ．研究目的 

食事摂取基準を活用し、食事改善を目的

として集団の食事摂取状態の評価を行うた

めには、当該集団において測定された“習

慣的な”栄養素等の摂取量の分布を、推定

平均必要量や目標量等と比較する必要があ

る。また、食事摂取基準の多くの指標は性・

年齢階級別に値が策定されており、栄養素

摂取量も性・年齢階級によって異なるため、

性・年齢階級別に評価を行うことが望まれ

る。本研究では、栄養素等の習慣的な摂取

量の分布を年齢別に推定する統計学的理論

AGEVAR MODE１）を応用して、性・年齢

別の特徴を視覚的に評価しやすいように

「見える化」の方法を開発することを目的

とする。 

 

Ｂ．方法 

 AGEVAR MODE は、個体𝑖の 日目の栄

養素等摂取量を正規分布に近似するように

変換した値を   、年齢を𝐴 𝑒 として、 

    𝑎   × 𝐴 𝑒 
𝑝

 𝑐 × 𝐴 𝑒 
𝑞
 

 𝛼  ε   ・・・    または 

    𝑎   × 𝐴 𝑒 
𝑝

 𝑐 × 𝐴 𝑒 
𝑞
× log 𝐴 𝑒   

 𝛼  ε   ・・・(2) 

α   (  e p 𝛽𝑏0  𝛽𝑏 × 𝐴 𝑒  ) 

ε    (  e p 𝛽 0  𝛽  × 𝐴 𝑒  ) 

というモデルで表し、習慣的な摂取量の分

布を推定する方法である（詳細は横道らの

研究分担報告書参照）。 

AGEVAR MODE のモデルのパラメータ

と標準誤差等の推定には、SAS ソフトウエ

アの PROC NLMIXED を用いた。また、個

人内・個人間変動および分布のパーセンタ
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イル曲線の信頼区間の推定、検定等は、パ

ラメータの推定値と分散・共分散に基づい

て行った。 

食事摂取基準との比較により集団の栄養

素摂取状況を評価するためには、その栄養

素の習慣的な摂取量の分布と食事摂取基準

とを比較する必要があり、例えば、推定平

均必要量(EAR)未満の者の割合は、その栄

養素摂取量の不足者の割合で推定できる。

本研究ではこれを年齢別に評価できるよう

に、視覚的に把握しやすい図を工夫した。

すなわち、栄養素の習慣的な摂取量の分布

を年齢別パーセンタイル曲線で示すととも

に、年齢別の食事摂取基準の値も図に重ね

て描いた。 

 

Ｃ．結果 

 図１の(A)は、既存の複数日調査２）のデー

タを用いて、食塩の習慣的な摂取量の分布

を年齢別パーセンタイル曲線で図示し、目

標量(DG)を重ねて描いた例である。習慣的

な摂取量は高齢者ほど多く、摂取量の個人

差（個人間分散＝分布のバラツキ）は高齢

者ほど大きい。DG は若年者では 10 パーセ

ンタイル付近、高齢者では 2.5 パーセンタ

イル付近であり、ほとんどの者が DG を超

えていると読み取れる。(C)の１日摂取量の

分布では DG は 10～25 パーセンタイル付

近にあり、１日摂取量では DG 以上の者の

割合が過少評価になることがわかる。 

個人間分散と年齢との関係は(E)の実線

で示されており、有意ではないが（トレン

ド P=0.071）高齢者ほど摂取量の個人差が

大きく、一方、摂取量の日々の変動（個人

内分散＝点線、トレンド P=0.156）が小さ

い。また、個人差に比べて摂取量の日々の

変動（個人内分散）は高齢者ほど有意に小

さい(F)（個人内／個人間分散比のトレンド

P=0.042）。 

図２は、既存の複数日調査の個人内／個

人間分散比（図１(F)）を平成 25 年国民健

康・栄養調査に外挿して、食塩の習慣的な

摂取量の分布を推定し、同様に年齢別パー

センタイル曲線を表した例である。やはり、

１日摂取量では DG 以上の者の割合が過少

評価になることがわかる。 

 

Ｄ．考察 

 複数日の食事調査に基づいて栄養素の習

慣的な摂取量を推定する方法には、

AGEVAR MODE 法の他に、 National 

Research Council (NRC)法３）、Best-Power 

(BP)法４，５）、Iowa State University (ISU)

法４，５）などがあるが、いずれも性・年齢階

級別に分けて分析を行うと各階級の人数が

少なくなるため、分布の推定誤差が大きく

なるという問題点があった。また、栄養素

の習慣的な摂取量の平均値が年齢によって

変化するとみなした AGE MODE 法６）では、

年齢によって個人内分散・個人間分散が変

化する状況を扱うことができなかった。こ

れらを改良した AGEVAR MODE 法では、

年齢階級別に習慣的な摂取量の分布を推定

する場合に推定誤差を小さくすることが可

能である。さらに本研究によって、年齢に

よる変化をパーセンタイル曲線と信頼区間

で表して視覚的に把握しやすくする「見え

る化」が可能になった。 

 今後の課題として、他の調査の個人内／

個人間分散比を国民健康・栄養調査に外挿

して習慣的な摂取量の分布を推定すること

の妥当性について検討する必要がある。 

 

Ｅ．結論 

 AGEVAR MODE 法を応用して、複数日

調査に基づく習慣的摂取量の分布を年齢別
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パーセンタイル曲線で視覚的に把握しやす

いように「見える化」が可能となった。ま

た、既存の複数日調査の個人内／個人間分

散比を国民健康・栄養調査に外挿して習慣

的な摂取量の分布推定を試みた。 
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Ｇ．研究発表 
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